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桜島火山における火山性地震観測の強化

Reinforcement of volcanic earthquake observations at Sakurajima volcano
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１．はじめに
桜島火山では 1955年以降、南岳山頂火口において活発な爆発的噴火活動が続いている。また、2006年、2007年には

1946年に溶岩を流出した火口（昭和火口）付近から噴火が発生している。昭和火口の噴火は南岳の山頂爆発と比較する
と規模は小さいが、これまで噴火活動を続けていた山頂火口とは別な場所で噴火が発生したことが特筆すべき点である。
京都大学防災研究所附属火山活動研究センターでは桜島島内 10観測点と姶良カルデラ周辺部 8観測点において火山性

地震の定常観測を行っている。定常観測点による震源決定では、A型地震（火山構造性地震）の発生は山頂火口直下 0－
4 kmの領域と南西沖の深さ 10 km付近に多く見られる。また、噴火を伴う地震（BL 型地震、爆発地震）は山頂火口直
下 0－ 2 km付近で発生している。
第 10回桜島火山の集中総合観測の一環として、山頂火口直下の火山性地震の震源決定精度の向上、特に昭和火口周辺

部における地震の発生を調べるために、山頂火口の南西 2 kmと東 2.5 kmの位置において臨時地震観測を行っている。本
発表では、臨時地震観測の概要と観測で得られた火山性地震の震源決定および定常観測点による震源決定との決定精度
について議論する。

２．観測
火山活動研究センターでは、桜島島内 8観測点においてボアホール地震計を設置、2観測点において地表設置の地震計

を設置している。また、姶良カルデラ周辺部では 8観測点においてトンネル内に地震計を設置している。地震計の固有
周期は 1秒で 3成分記録を行っている。
南岳山頂火口の南西 2 kmに Mark Products製 L4C－ 3D（固有周期 1秒、3成分型）を設置し、白山工業製データ変

換装置 LS7000XTで 200 Hzサンプリング、24 bit分解能で CFカードに収録を行った（MOT観測点）。加えて、火口の
東側 2.5 kmの位置に同型の地震計とデータ変換装置を設置し、上下動のみ 200 Hzサンプリングで収録を行った（GON
２観測点）。MOT観測点は 2007年 6月 5日から、GON2観測点は 2007年 9月 19日から現在まで観測を継続中である。

３．震源位置
本観測期間中に 28個の A 型地震、1000個近くの B型地震、3個の爆発地震が発生した。A 型地震については、震源

決定精度を低下させないため P波が 8点以上、S波が 4点以上で読み取り可能な地震。B型地震、爆発地震については P
波が 8点以上で読み取り可能な地震について震源決定を行った。そのうち震源決定可能な地震は、A 型地震は 18個、B
型地震は 24個、爆発地震は 3個であった。
定常観測点を使用して震源決定を行った結果は、いずれの地震も従来どおりの山頂火口直下の地震であった。臨時観

測点 2点のデータを加えて震源決定を行った結果、A 型地震の震央位置は山頂火口部に集中した。また、深さは数 100
mほど浅部に決定された。これは定常観測網では火口の東側の観測点が少なく、その観測点の読み取りに震源位置が大
きく左右されていたものが、東側の臨時観測点の増設により改善されたものと考えられる。臨時観測点を加えて震源決
定を行った B型地震、爆発地震に関しては、A型地震の震央分布よりさらに火口中心部に集中している結果が得られた。
少なくとも本観測期間中には昭和火口直下における地震活動は見られなかった。


